
 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜不正行為への注意喚起！大学入学共通テストについて＞ 
 年が明け、本格的な受験シーズンとなりました。今号では、独立行政法人大

学入試センターから届いたチラシに基づき、試験中の不正行為とその取扱い等

について御紹介します。受験生は表１を参照し、試験当日に備えてください。 

 ＊表１：令和５年度大学入学共通テスト中の不正行為について＊ 

不正行為 

試験時間中に、電子機器類を使用すると不正行為となります 

◆電子機器類をかばん等にしまわず、身につけていたり手に持っていると不正行

為となることがあります。 

◆イヤホンについては耳に装着していれば使用しているものとして不正行為とな

ります。 

◆スマートフォン等の電子機器類は、試験室に入る前に必ずアラームの設定を解

除し電源を切っておいてください。 

試験時間中に 

使用してはいけない 

電子機器類の例 

携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、タブレット端末、電子辞書、Ｉ

Ｃレコーダー、イヤホン、音楽プレイヤー 等 

※リスニングの試験時間に配布するＩＣプレーヤー、イヤホン及び音声メモリー

は除く 

不正行為を行った 

場合の取り扱い 

◆その場で受験の中止と退室を指示され、それ以降の受験はできなくなります。 

◆受験した大学入学共通テストの全ての教科・科目の成績を無効とします。 

◆不正行為については、状況により警察へ被害届を提出するなどの対応をとる場

合があります。 

備  考 
試験時間中の所持品の取り扱いについては、「受験案内（Ｐ．４７）」及び「受験

上の注意（Ｐ．９～１０）を御確認ください。 
 

＜高次脳機能障害者支援セミナーを開催します！目黒区からのお知らせ＞ 
 目黒区より、ＹｏｕＴｕｂｅによるオンライン開催（参加費無料）の「第１５

回目黒区高次脳機能障害者支援セミナー」（以下、セミナー）の開催案内が届き

ました。セミナーの概要は表２を御確認ください。申込期限が今週末１３日

（金）となっていますので、参加を希望される方は各自で申込みください。 

 ＊表２：第１５回目黒区高次脳機能障害者支援セミナーの概要＊ 

テーマ 「小児の高次脳機能霜害支援～発達障害との共通点・相違点と成人後の問題～」 

講師 橋本 圭司 氏（昭和大学 医学部 リハビリーテンション医学講座 准教授） 

動画配信期間 令和５年１月２３日（月）１０時～２月１２日（日）１７時 

対象 高次脳機能障害の本人・家族、関係機関（教育、医療・介護・福祉）、一般 他 

申込み 

・【https://www.ikiikifukushi.jp/】もしくは右上ＱＲコードより、いきいき福祉ネ

ット―ワークセンターホームページのセミナー申込専用ページから申込みください。 

・下記のＴＥＬもしくはＦＡＸでの申込みも可能です。 

〇申込み・問合せ先：目黒区高次脳機能障害者者支援センター 

TEL：０３－６８０８－８５７５、FAX：０３－６８０８－８５７６ 

          メール：kojinouks@ikiikifukushi.jp 
 

 

都立光明学園校長 田村 康二朗 

担当：支援部進路指導 
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＜年明けから販売開始しています！１月の出張販売予定について＞ 

 北棟２階職員室前ホールにて、１月も表３のとおり出張販売を実施します。

児童・生徒下校後に本校にお立ち寄りの際は、素敵な商品が揃っていますので、

ぜひ足をお運びください。 

 ＊表３：１月の出張販売予定について＊ 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

 ２  ３  ４ ５  ６  

 ９  １０ まごの手便 １１ はーとあーす世田谷 １２ ワークイン翔 １３  

１６  １７ 下馬福祉工房 １８  １９ 渋谷まる福 ２０  

２３  ２４ 喜多見・上町 ２５ はーとあーす世田谷 ２６  ２７ まごの手便 

３０  ３１    

 ※出張販売を行わない日程は灰色で塗りつぶしています。御承知おきください。 
 

＜参加者募集！令和４年度文部科学省委託事業の実践研究事業報告会について＞ 

 来月、文部科学省委託事業「学校卒業後における障害者の学びの支援」

実践研究事業の報告会（参加無料）が開催されます。オンラインで開催さ

れるこの報告会の概要は表４を御確認ください。この実践研究事業では、

生活介護事業所に通所する方（重度重複障害者や重度肢体不自由者）を対

象に、ＩＣＴ機器を活用した生涯学習に取り組んでいます。報告会では、

今年度の取り組みを紹介し、重度肢体不自由者の生涯学習の環境や取り組

みについて、参加者と一緒に考える機会となります。別途、開催案内を配

布しますので併せて御確認いただき、興味ある方はぜひ参加申込みください。 

 ＊表４：実践研究事業報告会の概要＊ 

開催日時 令和５年２月９日（木）１０時～１２時 

テーマ 
重度肢体不自由者が学び続ける環境づくり 

～ＩＣＴ機器を活用した生活介護事業所での取り組み～ 

実施方法 
①Ｚｏｏｍでの参加（質疑可） 定員８０名 

②ＹｏｕＴｕｂｅでの視聴 ※2 週間のアーカイブ配信あり 

参加申込み 

 

表内右のＱＲコードまたは下記ＵＲＬで申込みください 

【ＵＲＬ】https://forms.gle/gsjuPdM77s6PjT5q7 

対 象 
都道府県生涯学習関係部・課、重度肢体不自由児者関係者（本人・保護者、特

別支援学校・福祉施設等） 

内 容 
事業の概要説明、実践・活動紹介、学習者・生活介護事業所・自治体からの発

表、まとめと今後の展望 

主 催 株式会社 ＣＭＵ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ（https://cmu-holdings.co.jp/） 

〇問合せ先：株式会社 ＣＭＵ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ（担当：津田 貴） 

      メールアドレス：tsuda@cmu-holdings.co.jp 
 

＜Ｓ部門高３生徒は要確認！進路先との引継ぎ資料の作成について＞ 

 年明け以降、卒業後の進路先が決まり次第、先方担当者や行政担当者などと

生徒本人の支援情報の交換・共有を図ることになります。その際に使用する引

継ぎ資料＝移行支援資料について、これから御家庭と学校で協力して作成する

ことになります。詳細は別途配布します案内プリントを御確認ください。所定

の資料以外にも、移行支援に必要な資料は個別に作成します。ＩＣＴ機器を活

用した動画も移行支援資料となりますので、具体的な資料作成については、担任から御相談差し

上げます。進路先へのスムーズな移行に向けた資料作成や会議実施などに御理解・御協力いただ

くとともに、不明な点等がありましたら担任まで遠慮なく御相談ください。 
 



＜過去・現在・未来をつなぐキャリア・パスポート！Ｂ部門の進路学習紹介第２弾＞ 
 第１弾（第２６号）では「キャリアとは？」「キャリア・パスポートとは？」などについて御

紹介しました。今回は、キャリアの中核である本人の願いをどのように引き出すのか、そして次

に必要なことは何か、を考える B 部門の実践を紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割がキャリア形成を育む 
左図は「キャリアレインボー」と呼ばれ、障

害の有無に関係なく誰にでも人生における

役割があることを示したものです。学校生活

の中で様々な役割を子供たちが担うことで

キャリア形成が促されます。人・物・事の出

会いから子供たちの可能性を追求すること

ができると考えます。子供たちは、役割を通

して賞賛されたり、励まされたりします。病

弱教育部門ではそのことを大切に実践して

います。 

子どもたちの願いの引き出し方 
PATH（Planning Alternative Tomorrow with Hope） 

PATH は、希望に満ちたもう一つの未来の計画といわれ、本人

と関わる多くの人が一堂に会してその人の夢や希望に基づき

ゴールを設定し、ゴール達成のための作戦を立てるものです。

＊左の図は、情報共有や協力関係推進の方法で、課題解決のた

めに活用しています。病弱教育部門本校では、キャリアパスポ

ートの導入（一枚目）に活用することを試行しています。 

経験や体験が少ない子供たちにとって願いや夢をすぐに出す

ことは難しいことです。願いや夢を引き出すために、病弱部門

では、まず自分の得意な事や好きなことを本人と関わる教員

で意見を出し合い、将来像を導く取組を行いました。話し合い

のポイントは、ポジティブに意見交換をすること相手の意見

を尊重することです。本が好き、恐竜や魚の事に興味があり

色々な事を知っているなどたくさんのいいところ発見がで

き、将来どんなことをしていたらよ 

いか本人が選択して夢として掲げた 

のが【博物館の学芸員】でした。ゴ 

ールを設定することで将来像をイメ 

ージでき、実現するために何をした 

らいいのか考えることで目標も立てやすくなりました。 

左の写真は、高等部の生徒が自分で作成した PATH です。

掲げた願いは、病気の人を助けられる医師になりたいとい

うものでした。子供たち自身が掲げる願いは、経験や体験

から自分なら何ができるか考え変化していきます。私たち

教員は、その願いの実現に向けて意図的に様々な機会を与

えていくことが必要だと考えます。 



＜重度障害者の短時間雇用も算定可能！障害者総合支援法などが改正されます＞ 

 昨年１１月２１日の第２１０回国会にて、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律（障害者総合支援法）等の一部を改正する法律案が可決・通過しました。改正の趣

旨・概要は表５のとおりです。附帯決議もあり、令和６年４月からの施行が楽しみです（一部、

令和 5 年４月等からの施行もあります）。 

 ＊表５：法律改正の趣旨・概要について＊ 

趣旨 

障害者等の地域生活や就労の支援の強化等により、障害者等の希望する生活を実現するため、

①障害者等の地域生活の支援体制の充実、②障害者の多様な就労ニーズに対する支援及び障

害者雇用の質の向上の推進、③精神障害者の希望やニーズに応じた支援体制の整備、④難病

患者及び小児慢性特定疾病児童等に対する適切な医療の充実及び療育生活支援の強化、⑤障

害福祉サービス等、指定難病及び小児慢性特定疾病についてのデータベースに関する規定の

整備等の措置を講ずる。 

概要 

１．障害者等の地域生活の支援体制の充実【障害者総合支援法、精神保健福祉法】 

２．障害者の多様な就労ニーズに対する支援及び障害者雇用の質の向上の推進 

【障害者総合支援法、障害者雇用促進法】 

３．精神障害者の希望やニーズに応じた支援体制の整備【精神保健福祉法】 

４．難病患者及び小児慢性特定疾病児童等に対する適切な医療の充実及び療養生活支援の強

化【難病法、児童福祉法】 

５．障害福祉サービス等、指定難病及び小児慢性特定疾病についてのデータベースに関する

規定の整備【障害者総合支援法、児童福祉法、難病法】 

６．その他【障害者総合支援法、児童福祉法】 
 

 この中で注目なのは、重度障害者の短時間雇用が実雇用率に算定される

ことになった点です（改正の概要２に該当）。従来は週所定労働時間２０時

間以上でなければ算定対象になりませんでしたが、今回の改正により、週

所定労働時間が特に短い（１０時間以上２０時間未満と規定）精神障害者、

重度身体障害者及び重度知的障害者について、特例的な取扱いとして、事

業主が雇用した場合に、雇用率において算定できるようになりました。算

定方法は表６の赤線枠内を参照ください。 

 ＊表６：障害者雇用率制度における算定方法＊ 

週所定労働時間 ３０時間以上 
２０時間以上 

30 時間未満 

１０時間以上 

２０時間未満 

身体障害者 １ ０．５ － 

 重度 ２ １ ０．５ 

知的障害者 １ ０．５ － 

 重度 ２ １ ０．５ 

精神障害者 １ ０．５※ ０．５ 

※一定の要件を満たす場合は、０．５ではなく１とカウントする措置が「令和４年度末まで」と

されていますが、省令改正を行い延長される予定です。 
 

＜Ｂ部門高等部の進路学習紹介！高１・２年生の外部機関活用・連携について＞ 

 病弱教育部門高等部１、２年の進路学習について御報告します。高等部生徒が進路決定までに

行うことは数多くありますが、その一つに「様々な進路選択を知る」ということがあります。「百

聞は一見に如かず」と申しますように、１・２年の時期は実際に自分の目で様々な進路先を見て

感じて欲しいと考えております。そのために授業の一環としていくつかの体験や見学を学年単

位で行っています。 



高１生徒は、１２月に東急住宅リース株式会社にて職場見学・体験を行い

ました。現場で働いている先輩方から、「働くために必要なこと」として、①

【基本的な生活習慣や自己理解の大切さ】、②【変化に対応していくための感

情コントロール】、③【気持ちよく働く為のビジネスマナー】についてお話い

ただきました。実体験や失敗からの学びなど、普段はなかなか聞けないこと

もあり、「働くこと」だけでなく「自分らしく生きていくこと」にも繋がるお

話に、生徒は一生懸命メモをとり、将来について考え、感じる時間となりま

した。業務体験では、レターパックのシール貼りや賃貸住宅の鍵磨き、メール便作業を行いまし

た。それぞれの業務が、お客様へとつながる仕事であり、そのイメージをもてたことが大きな収

穫となりました。「仕事には責任をもって丁寧に行う必要があるんだ」という感想が印象的でし

た。見学・体験や、先輩方との関わりを通して、憧れをもち、働くことの楽しさや意義を感じら

れる経験となりました。 

高２生徒は、１１月に世田谷にある成城大学を見学しました。教室

や資料室を見て、大学生活のイメージをふくらませたり、職員の方に

質問したりしながら大学での学びについて知ることができました。「大

学は自主性が重んじられる」という点について深く考え、大学で学ぶ

ことの大変さについて感想を述べた生徒もいました。 

今後も病弱教育部門では様々な見学や体験を通して、進路選択・決定につなげていけるような

指導を行っていきたいと思います。 
 

＜直接話を聞いてみよう！進路懇談会の開催について＞ 

 前述の東急住宅リース株式会社に御協力いただき、表７のとおりに進路

懇談会を実施します。１部は両部門生徒、２部は保護者を対象としていま

す。社員の皆様から企業就労するまでの様々な経験談を聴くことができる

大変貴重な機会となります。参加希望いただいた両部門中学部・高等部保

護者の皆様には、調整結果をこれから配布いたします 

 ＊表７：進路懇談会の概要について＊ 

日 時 令和５年２月３日（金）１０：００～１１：３０ 

会 場 北棟 ２階 体育館 

講 師 東急住宅リース株式会社 社員（障害当事者も含む） 

備 考 

・１部は１０：００、２部は１１：００から実施します。 

・１部終了後に記念写真撮影を行います。撮影した写真は東急住宅リース株式会社の

社内広報に掲載される予定です。 

〇問合せ先：支援部進路指導（担当：内久根、大和田） TEL：０３－３３２３－８４２１ 
 

＜大学等への進学希望者は要チェック！入学予定者への課題案内について＞ 

 総合型選抜受験で合格した高等部３年生に対して、入学予定の大学から本

校校長宛に課題案内が届いています。課題の内容は大学によって様々ですが、

４月の入学ガイダンスの際に提出を求められるケースが多い状況です。気に

なる方は、志望大学等のホームページを御確認ください。課題の多くは「指

定された書籍を読みレポートを作成する」というものです。合格した学科・

専攻に関係する専門書が指定されることが多いため、時間をかけて読み込み、

レポートを作成する必要があります。課題を確認後、すぐに取り組むことをお勧めします。作成

したレポートについては、担任からの指導を受けるようにしてください。 

 入学後に自分自身が困らないように、合格後の過ごし方が非常に重要となります。前述の進学

先からの課題に取り組むことはもちろんのこと、進学に向けての準備として、「現在の学習の予

習・復習に取り組むこと」と、事前課題とは別に「進学後の学科・専攻に関係する専門書などを

通して事前学習を進めておくこと」の２点をお勧めしています。様々な検定試験へのチャレンジ

も有効です。進学に向けて高いモチベーションを保ち、入学後の学びにもついていけるよう、事
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前準備の時間を大切に過ごしてください。 

進学後の生活についても、具体的にイメージしておくと安心です。学生生活がスムーズになる

よう、必要があれば障害福祉サービスの利用も検討し、４月に向けてサービス利用手続きを進め

ておくことも必要です。場合によっては、進学先の障害学生等支援室との連携も行います。現時

点で学生生活に不安等がある場合は、遠慮せずに担任まで御相談ください。 
 

＜受験者は要チェック！英語スピーキングテストの成績等の通知について＞ 

 昨年１１月２７日に実施した中学校英語スピーキングテスト（以下、

テスト）の成績等について、１月１２日からＷＥＢサイトの生徒用マイ

ページにて確認することができます。１月２０日には結果帳票が発送さ

れています。このテスト結果は高校受験で提出する書類にも記す必要が

ありますので、受験した生徒は自分の成績結果を必ず確認し、担任とも

共有ください。表８は東京都教育委員会が公表している全体の結果概要

です。今年度の平均スコアは６０．７（令和３年度プレテスト：５３．７）でした。次年度以降

にテスト受験を予定している方は、併せて東京都教育委員会ホームページも御確認ください。 

 ＊表８：中学校英語スピーキングテストの全体結果概要＊ 

受験者数 

（中学校３年生） 
６９，５２９名 ※令和３年度プレテスト：６３，７２１名 

受験者全体のスコア分布状況 

段階別評価 スコア 
分布（％） 

令和４年度 令和３年度プレテスト 

Ａ １００～８０ １６．８ １１．７ 

Ｂ  ７９～６５ ２５．８ ２０．３ 

Ｃ  ６４～５０ ３１．６ ２７．０ 

Ｄ  ４９～３５ １６．９ ２３．９ 

Ｅ  ３４～ １  ８．１ １５．３ 

Ｆ ０  ０．８  １．９ 

備 考 

（１）令和４年１２月１８日実施分の成績等については、令和５年１月

２６日から通知を予定しています。 

（２）音声データの開示の請求に関する手続きについては、令和５年３

月以降の実施に向けて日程と方法を調整中です。 

〇問合せ先：東京都 教育庁 指導部 指導企画課 国際教育推進担当 

      TEL：０３－５３２０－６８６７ 


